
本市の玄関口である河内長野駅周辺は、本市の「顔」となる中心市街地であることから、駅周辺を活性化させることによ
り、市全域への波及効果を図る。

・都市計画道路河内長野駅前線の幅員検討、都市計画決定
・交流拠点運営及び、空地等の利活用を市民団体の自主財源で実施できる体制づくりの検討
・まちづくり方針を策定し、方針に沿った取組みの実施、促進今後の

方向性

魅力ある中心市街地を整備する市街地整備
安全安心都市

施
策
の
大
綱

都市づくり部都市創生課

事業： 中心市街地活性化推進事業 0284

10

整理
番号

施策分野(節) 施　　　　　策まちづくりの目標(章)

01第4章

目

的

総合
評価

妥当性

効率性

有効性

施策に
対する
貢献度

A

人的交流や土地利用促進など中心市街地の活性化に繋がる事業である
ため。A

中心市街地活性化に向けて必要な取組みを、市民団体との協働や、地権
者及び地域関係者とともに検討するなど、効率的に想定していたとおり実
施できたため。

A
A

A

目

標

・都市計画道路河内長野駅前線概略設計（交通量調査、幅員検討）
・交流拠点運営の活性化及び、空地等の利活用に向けた課題整理
・まちづくり方針の策定に向け、地権者や地域関係者を対象とした検討会の開催

事業費（決算額）・財源

所管課

事業費（決算額）

総コスト

財
源
内
訳

平成27年度 平成26年度 増　減

平成27年度 平成26年度 増　減

職員数

再任用職員数

一般財源

20,049

6,481

1.75

0.00

6,481

0

0

0

一人あたり

世帯あたり 424

184

参
考

(円)

(円)

(人)

(人)

コスト情報・従事職員数

6,268

6,268

0

0

0

23,553

2.25

0.00

498

213

213

213

0

0

0

-3,504

-0.50

0.00

-74

-29

国府支出金

地方債

その他特定財源

事業の概要

評価

平成26年度

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

平成27年度

評
価
理
由

評
価
理
由

総合
評価

妥当性

効率性

有効性

施策に
対する
貢献度

A

A

A
A

A

人件費

公債費

内
訳

13,568

0

事業費（決算額） 6,481

17,285

0

6,268

-3,717

0

213 (千円)

 (千円)

 (千円)
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